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弘前 立第 中学校 昭和 旧藤 中学校 旧第 中学校 統合 足 昨

創立 迎え 史あ 学校  

校舎 築 経過 柱や梁 建物 躯体部 根 外壁

設備 老朽化 進 い 和 度 建 替え工 着手 予定

い  

建 替え あ 既 施設 効活用 施設総量 適 化 適 配置

学区 公共施設 集約 第 中学校 複合化 予定 い  

 

第 章 第 中学校 概要 

 沿革 

  昭和   藤 中学校 第 中学校創立 

  昭和   統合 第 中学校 足 

  昭和 ～ 

昭和  通教室棟 特別教室棟 管理棟 新築 

  昭和   特別教室棟 増築 

  昭和   通教室棟 増築 

  成   武 場 新築 

  成   運動場 改築 

 

 現在 生徒数 将来予測 

  第 中学校 生徒数 概 人前後 推移 い  

  数 い 学 学級 い 学級 特別支援学級 考え  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 和 度 生徒数 日現在  

※ 和 度 降 生徒数 和 日現在 第 中学校及び中学校区 各

学校 児童数 基 く推計 あ 和 度 降 特支児童 入学者数や 異動

社会増減等 映 い  
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 学校経営方針 

教育目標 努力目標 

教育目標 高い理想 持 生 生 力 人 役 立  

進 学び 粘 強く学び 生徒 知  

努力目標 仲 く 思いや 心 実践 生徒 徳  

心身 健康 生 生 生徒 体  

 

目指 学校像  

心 校 入学 満足 校 業 学校 

 

  心 校 学校 い い学校 校生徒 出 い学校 校

含 学校生活 全 確保 い 学校  

  満足 校 学校 落 着い 学習環境 中

いう充実感 得 学校 部活動や生徒会活動 学校行 自主的 意欲的 参

加 成感や 属感 得 学校  

  

学校経営 基本方針   

目 耳 傾 や く教え く 育  

～困 い 相談 教師 ～ 

 

学校経営 重点 抜粋  

■ 心 校 学校 く 向  

   困 い 相談 生活集団 く  

   生活習慣 中基準 育成 具体的 組 

   人間 多様性 認識 命 大 徳教育 推進 

   生徒理解等 基 い 教育相談 充実 

   問題行動 適 初期対応 積極的 生徒指 推進 

   家庭 連携 健康 全 生活 生徒 育成 

   精神的 環境面 全 心 学校 く  

 

■満足 校 学校 く 向  

   困 い 相談 学習集団 く  

   学習習慣 学校 家庭 育成 具体的 組 

   自主的 態度 育 合い 学級活動 推進 

   主体性 生 創意工夫あ 生徒会活動 委員会活動 充実 

   自己理解 深 主体的 進路選択 生徒 育成 

   郷土 対 愛着心 郷土 追求 進 力 育成 

   人 人 教育的 基 い 適 指 支援 充実 
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施設概要 

敷地面積 ㎡ 建物敷地 ㎡ 外運動施設 ㎡  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 施設 校舎 運動場 武 場 

  

 

 

 

 

  

建築  昭和 最 い棟  成  成  

築 数 最 い棟    

構造 鉄筋コン 造 鉄骨造 鉄骨造 

階数 階建 階建 階建 

延 面積 ㎡ ㎡ ㎡ 

健全度※ 均 / 点 

広範 劣化  

/ 点 

部 的 劣化  

/ 点 

部 的 劣化  

※弘前 学校施設個別施設計 和 変更  

※建物 根 外壁 部 電気設備 機械設備 い 劣化状況 段階

評価 点満点 数値化 評価指数 数値 い 劣化 進 い

示  
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第 章 整備 条件 

 計 地 概要 

 

所在地  

弘前 大 岡 番地 

 

敷地面積 

 ㎡ 

 

地域地区等 

  用途地域 第 種中高層 居専用地域 建 い率 ％ 容積率 ％  

  防火地域 指定 建築基準法第 条区域  

  そ   弘前 眺望 観保全区域 

 

防災 関 区域 

施設名 
想定最大 

浸水深 

指定 

避難所 

地震時に

開設予定

の避難所 

指定緊急避難場所 

○：避難可能 ×：避難不可  

洪水 土砂 地震 火  火山 

第 中学校 
0.5～3.0m 

未満 

○ 

地震時  

○ 

足時開設 
× ○ ○ × ○ 

ウン  
0.5～3.0m 

未満 
× 

 
× ○ ○ ○ × 

  ※地震時 優 開設 指定避 所 城西 学校 西 学校 省 学校 致遠 

学校  

  ※指定避 所 災害時 避 生活 送 施設 

  ※指定緊急避 場所 険 迫 場合 時的 避 施設 
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整備概要 

概算工 費 

4,342,720千 消費税込 限   

 第 中学校校舎建設費 3,379,040千 程度 

 公共施設建設費 196,000千 程度 

 既 校舎解体工 費 407,680千 程度 

 外構整備費 360,000千 程度 

   ※仮設校舎 建設 解体 要 場合 当 費用込 限

 

施設規模  

 校舎 延 面積 6,900㎡程度 目  

公共施設※ 延 面積 400㎡ 限  

※ 勤労青少 行わ い 地域活動 対応 機能 部 城西老人

福祉 ン 機能 部 集約 

参考 集約 公共施設 

施設  勤労青少  城西老人福祉 ン  

  

 

 

 

 

 

所在地 五十石 番地 城西四 目 番地  

設置目的 勤労青少 健全 育成及び福

祉 増進  

※現在 集会所機能 持 公

共施設 利用 い

 

高齢者 関 各種 相談 応

高齢者 対 健

康 増進 教養 向 及び

エ ン 便宜 総合的

供  

主 利用者 地区 中心 会関連

団体 団体等 

城西地区 中心 65

高齢者 

 

整備 予定  

和 度    耐力度調査 

和 10 ～  基本 実施設計着手※ 

学校用地測量 

和 ～  建替工  

和 学期～ 新校舎供用開始 

※地域 意見 入 ワ ッ 開催 予定 い  

 

 

 

※現時点 未定  

参考 石川 中学校等複合施設 延 面積 約 7,400㎡ 約 40億  



6 

 

第 章 基本構想 

生徒 教育 場 わ い施設機能 確保 近隣公共施設 集約 地域

活動 拠点 施設整備 行う 基本的 項 基本方針 定 い  

基本方針 具現化 あ 各部 や廊 階段 部 基本的

項 基本計 定 い  

  

基本方針 

学校施設整備 方針 

 

マ 心身 健康 い 学校 

～健康的 全 心 豊 施設環境 整備～ 

 

学校や地域 特性 応 防犯対策及び 故防 対策 実施 生徒 健康 全

心 確保 施設  

生徒 健康や校 快適性 確保 日照 採 通風 換気 室温 音 影

響等 十 配慮 保健衛生 配慮 施設計  

生徒 ゆ く 過 落 着い 居場所 う

空間 愛着 育 う 装 木材 使用 温 あ 生

活空間  

保健室 教育相談室 校生徒 配慮 支援 保護者等 相談

等 カウン ン 機能 充実  

災害時 い 生徒等 人命 被災後 教育活動等 早期再開

能 う計  

   

 

マ 生徒 人 人 個性 育 学校 

～高機能 多機能 変化 対応 得 弾力的 施設環境 整備～  

 

生徒 人 人 主体的 活動 支援 工夫や生徒 持 豊 創造性 揮

空間 整備  

  ン 複数教員 力的指 学習 個別学習や少人数

指 学習 学習 複数学 学習等 活動及び生徒 学習 成果

表 多様 学習 容 学習形態 対応 施設  

  快適 学習 生活 う 場 応 材料 色彩計 適 室 環境や 音

遮音性等 備え 施設環境  

ICT 日常的 活用 高機能 多機能 学習環境  

障 い あ 生徒 障 い い生徒 各々 生徒 教育的 応 全

滑 交流及び共 学習 行う 施設  
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マ 優 い学校 

～誰 心 使いや く 持 能 施設環境 整備～ 

 

障 い あ 生徒 教職員等 全 滑 学校生活 送 障 い

あ 生徒 障 い い生徒 共 学 う や手

出入 エ 等 化 行う  

ン 採用 様々 利用者 配慮 快適 健康 全

利用 や い施設 あ 学校開放 運営 維持管理 容易 施設

計  

地震時 避 所 必要 機能 備え 施設  

  脱炭素社会 実現 向 施設 通 環境負荷 軽減や 自然

共生等 考慮 施設  

地域活動 拠点 公共施設 複合化 生徒 高齢者 地域 民 方 使

いや い施設 計  

 

公共施設整備 方針 

勤労青少 行わ い 地域活動 対応 機能 部 城西老人福祉

ン 機能 部 集約 新 地域活動 拠点 公共施設 第 中学校

複合化 整備  

公共施設 複合化 あ 公共施設専用 整備 生徒

全面や防犯面 学校生活 支障 い う配慮 学校 公共施設間

相互利用 共 利用等 多機能化  

構造や意匠 設置 設備 学校 統 感 整備  

 

配置計    

校舎 公共施設 

敷地 効利用 配慮  

防犯及び 故防 観点 死角 生 い う 配置 計  

周辺 宅等 間 日影や 音等 相互 影響 配慮  

日常 通行や災害時 避 い 生徒等 全 移動 う計  

外運動施設 日照 支障 生 い う配置  

観や 並 形成 配慮 建物 計  

建物 周 緊急時 避 施設 維持修繕 冬期間 堆雪等 必要 定 空間

確保  

水害 生時 最大想定浸水深 0.5m～3.0m 考慮 施設 使い方 部 等 配置

 

校舎 運動施設 滑 移動 配置 計  

校舎 建物 岩木山 望 配置 計  

  校舎 公共施設 相互利用 共 利用等 多機能化 滑 管理運営

棟 渡 廊 等 連結 含 整備  
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外運動施設 ※新校舎 現在地 異 場所 建設 場合  

校舎 動線等 考慮 生徒 滑 利用 置 配置  

  災害時 い 全性 確保 置 配置  

周辺 宅等 等 影響 避 宅等 間

相互 等 支障 生 い配置  

    

駐車場 

  学校関係者 公共施設 学校 共用部 含 利用者 エ 計

 

  公共施設利用者用 エ 公共施設 隣接 置 配置  

  や生徒送迎用自家用車 公共施設利用 車両 全 駐停車 転回

生徒 全 乗降 計  

車両 経路 生徒 動線 生徒 全確保 配慮 計  

  建物 出入 到 や い 全 置 十 持 車い 使用者等

利用 駐車場 確保  

校舎 や周 見通 配慮 配置  

 

駐輪場 

生徒数 応 面積 確保 門 裏門及び昇降 連絡 い 置

配置  

校舎 や周 見通 配慮 配置  

 

  門 裏門 

  生徒 全性や来訪者 利便性等 向 う配置  

 

そ  

 校地 あ 哲学 森 や 門 桜 木 第 中学校 ン や 記念碑

史 伝え 必要 応 移設等 能 限 後世 いく  

 

整備期間中 学習 生活環境 確保 

  適 故防 策 講 工 伴う車両等 出入 騒音 振動

等 生 生徒 健康や 全及び学習や生活 支障 生 い

う十 配慮 特 情緒障 い 自閉症 ADHD等 障 い あ 生徒 対

騒音 振動等 刺激 ッ や多動 衝動性等 十 配慮  

  整備工 使用 く 施設 あ 場合 生徒や教職員 学校開放利用団

体等 活動 支障 生 い う 替施設 確保  
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基本計  

室数 面積及び要望 項 い 業者 設計コン 応 定 増減や変更

能  

学校施設 校舎  

 

 

 

 

区 室数
室面
積
㎡

床面積
㎡

要望 項
地域

共用

12 74 888

大開 多連動建具
多目的 区 う

教室 部や教室周辺部 日常的
目 く 置 十 大 生
徒用 納棚 設

十 面積 掲示板 設

3 200 600

通教室 関連 密接 置
配置

各学 学 集会 行え う配
慮

少人数学習 設

特別支援教室 5 37 185

障 い い生徒 日常的 交
流 配慮 配置 望

い
静 学習環境 確保 配慮
教室 部や教室周辺部 日常的

目 く 置 十 大 生
徒用 納棚 設

十 面積 掲示板 設

特別活動室 1 74 74

静 学習環境 確保 配慮
弾力的 利用 動間

設置
化学室 1 105 105

物理室 1 105 105

準備室 1 65 65

第 音楽室 1 120 120

第 音楽室 1 100 100

準備室 1 65 65

1 130 130

地域 民 利用 配慮 公共施
設 近接 配置

作品陳列 設
○

1 160 160

調理室 1 100 100

被服室 1 100 100

準備室 1 50 50

1 105 105

1 140 140

生徒 活動範 中心的 置
配置

生徒 居場所 空間
コ 等 空間 設

3 30 90

保健室 近接 配置
生徒や保護者 立 寄 や く

静 落 着い 相談 配置

校生徒 支援 利用
想定 学習空間 独立
場所 配置

教材室 3 35 105 学 部 設

教具室 1 35 35

生徒会室 1 35 35

多目的教室 1 74 74

特別活動室 2 74 148

45 3,579

教材 教具
作成 納空
間

そ 学習
関係諸室

計

地域 民 利用 配慮 公共施
設 近接 配置

遮音性能 備え 部

○

美術教室 準備室含

術教室

家庭科室
地域 民 利用 配慮 公共施

設 近接 配置
○

教室 等

学習関係諸室

通教室

多目的

特別支援学級
関係室

理科教室

音楽教室

視聴覚教室 資料室含

書室

教育相談室
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1 65 65
応接や各種資料等 保管 配慮

1 170 170
生徒 校 様子 見え 配置

1 35 35
校長室 職員室 来訪者用玄関等

連絡 い 置 配置
1 35 35

1 100 100

外 運動施設 連絡 い
置 配置
救急車 容易 近接

置 配置
ャワ ッ 洗濯機 汚物

流 給湯設備設置 設置
1 90 90 職員室 近接 配置
1 25 25 職員室 隣接 配置
2 12 24 職員室 近接 配置
1 30 30 職員室 隣接 配置
1 20 20 職員室 近接 配置

3 30 90

各階 設置
階 給食搬入者用 ャッ

設置
給食用昇降機 設置

1 20 20

1 35 35
想定 災害 対 全 場

所 設置
16 739

来訪者 わ や い 置 設置

生徒用 来訪者用 設置

風除室 設
電子錠 防犯カ

設置
生徒 人数 配慮 配

置 個数
避 所開設時 高齢者 障 い者

等 要配慮者 利用 踏 え

生徒 人数 配慮 配
置 個数

自動水栓
生徒 気軽 休憩 談 等 利用

空間等 配置

掲示物 掲示 や い う配慮

抜 等 面 階段 転落
故防 防護措置 講

2,578

6,896 6,900㎡程度 目合計

備蓄倉庫

計

共用部

昇降

手洗い場

廊

階段

計

放送室
教職員用更衣室

室
書類保管室

給食準備室

倉庫

管理関係室

校長室

職員室

務室

能主 室

保健室

会議室
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公共施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 室数
室面
積
㎡

床面積
㎡

要望 項
学校

共用

4 50 200

各室 遮音性 高い 動式間
区 間 開放
100 程度 会合 使用

部
各室 集会 く ン
や体操 球 体 動 活動

や 声 伴う活動 多目的 利用
想定 い

間 遮音性 確保 困
場合 室 独立
床材 ン 床

○

4 10 40

各集会室 使用 や
球 やマッ 等備品 保管

1 50 50

公共施設利用者 休憩 気軽
自由 利用 規模 ン

等 開催

1 15 15

玄関 隣接 施設利用 付
兼 室

学校 接 部 視界 入
置

「 務机 ッカ 配備

1 10 10

1 10 10

学校 別 設置
風除室 設

駄箱 設置
公共施設利用者用 駐車
隣接

1 30 30

公共施設 ワン
階 設置 場合 エ

及び階段 設置
公共施設 学校 接 部

施錠 扉等 明確 区
公共施設利用者 学校 地

域 共用部 音楽教室や家庭科
室 利用 や い う 置関係

400 400㎡程度 限

玄関

男 女 多目的
廊

共通

合計

部 等

公共施設

集会室

倉庫 集会室 附属

交流 ビ

務室

給湯室
倉庫
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外環境 設備 

 

 

 

区 要望 項
学校

共用

程度
程度

根付
程度

程度
生徒等 通行 公共施設利用者

車両 出入 等 配慮 十 幅
通行部 確保

審者侵入対策 防犯設備
設置
地域 公的 施設 わ

い意匠
審者侵入対策 防犯設備

設置
自転車 通行 能
少 く 現在 規模 17,687

㎡ 程度 確保
設備機器 環境負荷

減 配慮 初期投
資時 必要 費用 維持管理 必要

費用等 総合的 考慮 計

各部 等 利用 容 利用時間
等 応 必要 照度 確保

見や く い照明器
具 設置

想定 災害 対 全 場
所 設置

操作 御装置 操作 や い
様
各室 壁 開 部 断熱化

室形状 自然 通風条件等 併 総
合的 計

生徒等 全確保 必要 箇所
防犯カ 設置 職員室や 務
室 複数 部 常時確認

う計
自家 電設備 想定 災害

対 全 場所 設置

設備

共通 項

照明設備

変電設備

空気調和設備

防犯設備

防災設備

外環境

駐車場
学校関係者
公共施設利用者

駐輪場
学校関係者

公共施設利用者

門

裏門

外運動施設

称


